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《本号の表紙絵》

扁 鵲 像

扁鵲は中国の春秋戦国時代の伝説上の名医．古来，理想の医師として画像が描かれ崇拝

されてきた．『史記』扁鵲倉公伝によると，扁鵲は盧の国，渤海郡の人で，姓は秦，名は越人．

若いころ長桑君という隠者と知り合い，十余年間師事して医術の秘伝を受けた．その後，

諸国を遍歴して医療を施し，世に名声を博した，という．

日本に伝存する扁鵲図像は，①扁鵲単独像，②扁鵲・長桑君像，③歴史上の名医を複数

描いた歴代名医図に大別される．このうち，掛け軸に描かれる①扁鵲単独像は上半身のみ

を描いたものが多く，その意匠は，ⓐやや鋭い顔貌（向かって右向き，手を下げ右手に巻

物を持つ），ⓑ丸みを帯びた顔貌（向かって左向き，胸前で巻物を左手に持ち，巻物の紐を

右手に持つ），ⓒ ⓐに似る顔貌（向かって左向き，手と巻物はⓑと同じ）がある．いずれも

巻物を手にしているのが特徴である．

表紙に所掲の扁鵲像（個人所蔵）はⓐの系譜の品．賛には「徳容静鎮，威儀温仁，名伝

診脈，術称通神，探玄素霊，疑義知新，踵美軒岐，奇論発真，嗚呼，神応王万古救斯民，

称意庵源愉拝賛」と書かれている．

ⓐの扁鵲像は吉村周山『画英』（寛延 3年〔1750〕刊）所載「扁鵲之像，顔輝図画，探幽

斎筆」に酷似しており，この系統の扁鵲像の源流は南宋～元に溯る可能性がある．
（天野　陽介）


